
団体・役職等 氏　名 活動内容等

【有識者】

淑徳大学　総合福祉学部　教授 伊原
イ ハ ラ

　浩昭
ヒロアキ

・専門は初等社会科教育、社会科地域教材、環境教育

・千葉市教育委員会指定管理者選定評価委員会委員

・千葉市青少年センター運営審議会委員

☞上記、指定管理者選定評価委員会の委員を務めており、

　指定管理者制度に精通している。

【有識者】

千葉大学　教育学部　教授 下永田
シモナガタ

　修二
シュウジ

・前千葉大学学生支援センター長

・ＮＰＯ法人 千葉県キャンプ協会　前事務局長

・前回の船橋市立一宮少年自然の家選定委員会選定委員

☞専門分野のひとつは学校教育における自然体験活動であり、

　研究テーマや活動内容が当施設で実施している内容に合致

　しており、本委員会に対しての見識が高い。

【公認会計士等】

税理士（千葉県税理士会船橋支部） 森嶋
モリシマ

　康太郎
コウタロウ

・指定管理応募者の財務状況を評価するため。

【市民代表】

青少年相談員連絡協議会　副会長 村松
ムラマツ

　大輔
ダイスケ

・青少年の良き理解者・良き相談相手として自らも青少年の

　中に入って、地域の青少年健全育成推進の担い手として活動

　している。

【施設利用代表】

船橋市少年少女団体連絡協議会

ガールスカウト千葉県連盟船鎌地区
森岡
モリオカ

　咲南
サ キ ナ

・大学３年生

・船橋市・津別町青少年交流事業指導者（令和6年度）

☞津別町青少年交流の指導者（リーダー）として一宮少年

　自然の家の利用実績がある。

【県職員】

船橋市立金杉小学校　校長 近藤
コンドウ

　康子
ヤ ス コ ・学校運営及び校外学習としての施設利用の両面において

　見識がある。

【市職員】

船橋市教育委員会　生涯学習部

青少年センター所長
大橋
オオハシ

　一樹
カ ズ キ

・学校教育と社会教育の連携

☞校外学習の在り方と社会教育施設における生涯学習活動の

　管理・運営の観点。

船橋市立一宮少年自然の家指定管理者選定委員会（委員紹介）
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